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私は人吉の鮎捕り川漁師の吉村勝徳です。親代々の川漁師。全国ただ一人、川漁師とし

て認定を受けた川漁師。絶滅危惧種である。 

私がここで供述するのはある人が敢えて話すよう頼まれたから。それをなぜ先に話すの

か。国交省が川辺川ダムについて、今回 5000 とか 6000 とかのページ数の資料を提示した。

内容的にはたったこの 2 冊。しかも、我々がこの 2 冊を読んで、ただ１つ言えるのは。嘘

ばっかり。はっきり言う。我々の今までの体験、見た目の現実とまったく乖離したもの、

自分たちに都合の良いことだけを書き、都合の悪いことは一切書いていない。今回の水害

はダムでは予防できないと言いながら、あたかもダムを作れば今回の水害は防げたかもし

れない、軽減されただろうと堂々と嘘を書いている。みなさんは体験者だから分かるだろ

う。時系列で見れば誰でも分かる。 

普通の水害なら上から下流に浸水してどんどん来る。今回はどうだったか。暗いうちに

芦北がやられ、夜が空けて救出に向かったのが渡。人吉はまだ本筋は全然被害は出ていな

かった。ただ九日、駒井田通りは浸水が来ていた。どういうことか。本川の氾濫ではなく、

全部支流の氾濫。山田川、万江川もそう。当然上流に至っては尾根１つや２つしか離れて

いない。そういうことは一切書かれていない。 

話を元に戻す。ダムは元々事業認定から外してもう効力を持たなくなったという。水害

発生後間もない頃、後片付けも原因究明もない頃に蒲島知事がいきなり藪から棒に、ダム

を作らなければダメ、と。「命と地域の宝を守る」「緑の流域治水」。なんという大嘘か。本

来であれば、私たちの生命財産、地域の宝清流を守るべき知事が先になり、ダムを作ると

いう、ダムを造ったらどうにかなるという。どうにもならない。しかも穴が 2 つ付いただ

けの堰堤だという。資料にある。果てしなく前の川辺川ダムに近づいている。予算に至っ

ては増えている。これを騙し討ちと言わずになんというか。裏切りと言わずになんという

か。しかも、私は辞めますと言った。辞める人がこんなことを私たちにしゃべらせても、

辞める人に対して言うんですか。辞める人はこんなことしなくていい。議会の最中、自分

が聞くことができないと分かっててやっている。 

ここにアユについて何の影響もないという。そんなことがあると思うか。市房ダムの時

もそう。これで人吉は水害常習地でなくなると言った。その後に来たのは、みんな逃げ出

すことも出来ないような大水だった。大洪水。それから梅雨が過ぎて 8 月お盆過ぎまで毎

年川は濁りっぱなし。なぜかというと、市房ダムに溜まった泥水を出すから。去年、ある

お客さんが私にこう言った。なぜ球磨川は雨も降らないのに濁っているのか。私は市房ダ

ムに聞いて下さいと言った。市房ダムに聞いたら「上がってみて下さい。青々と住んでい



ますよ」と。上の 2m ぐらいが青々しているだけ。下は泥水が沈殿している。ダムについ

てこれだけの河川の影響、365 日のうち 1 日だけだという。理解できるか。365 日のうち

何日雨が降るか。3000 ミリぐらいという。その雨が降るのに、このダムの影響は 1 日だけ

だと言う。誰が考えても常識的に分かる。ありえない話。 

清流日本一の川が 17 年 18 年と続いている。でも昔の川辺川を知っている人は、あんな

のは澄んでいるとは言わない。よその人が見ると青々しているというが、澄んでいるので

はない、濁っている。 

私がここで言いたいのは、どんなに国交省が我々を騙そうとしても、地元の人が学識経

験者。肌で感じている。現場で見ている。その人達を騙そうという。県知事が意見を聞く

というから私は来た。議会で出るわけがない。昨日もそれで報道が出た。 

もう１つ、はっきり言う。川辺川でダムを作って、穴あきでも何でもいい、アユに影響

を及ぼさないダムを造ると約束する。ありえない話。国交省がこれをできるなら、濁りも

出ず、魚も移動できる河川の構築ができるなら、今すぐに市房ダムと、川辺川の朴の木ダ

ムで実証してみせて下さい。梅雨があけて 1 ヶ月、2 ヶ月もあの泥水が流れている。人吉

の経済を支えてきたアユ。うちの自慢であるアユが売れなくなっている。なぜか。泥臭い

から。一回溜まった泥は腐る。それが流れてくる。国交省が謳っていることが可能なら今

すぐ我々の前で立証してほしい。それができると我々も少しは考えを変える。 

今日はあまり長くしゃべらない。これを否定するだけ。話していたらもっと長くなる。

今日はここで止める。ここで指摘されたことについて、私たちは反論する気でいる。反論

ができる。皆さんは学識経験者である。現場で見て現場で肌で感じて、その上でここに座

っている方である。賛成者が一人も出てきてしゃべれないのはなぜか。そのことを考える

べき。 

 

以上 


